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脊椎疾患の診療において、「運動麻痺」と「疼痛」は早期に治療介入が必要と
なる重要な症候である。痛みに対しては、手術以外にも多くの治療介入が行
われている。特に慢性痛に対する薬物治療、ブロック療法、集学的治療の実
際について慢性疼痛ガイドライン／腰痛診療ガイドラインとともに自験例をあ
げながら紹介する。さらには、慢性痛の代表的疾患である腰痛症を中心に、「山
口県腰痛study」のデータを示しながら腰痛症診断の重要性について述べ、そ
れに引き続く、診断に基づいた治療法選択について報告する。

はじめに、当科における外科治療の適応と固定術や除圧術などの治療成績に
ついて示す。また外科治療以外の手法として、椎間関節性腰痛に対する
CMAPモニタリング下後枝内側枝電気焼灼術の実際や、神経根症に対する高
周波熱凝固法、Raczカテーテルを用いた硬膜外腔癒着剝離神経形成術など
の試みなどについても紹介する。

次に、様々な社会環境により複雑な要因が絡み合った難治性腰下肢痛患者に
対する山口大学ペインセンターでの集学的治療の実際について報告する。難
治といわれる腰痛患者においても、診断とそれに基づく治療方針の決定は重
要であり、病態に応じた運動療法や認知行動療法による治療介入の現状、治
療コンセプトについても報告する。

最後に、慢性腰下肢痛患者に対する集学的治療の有効性を患者立脚型多面
的評価に基づいたデータで示すとともに、痛みセンターで得られたデータから、
新たな治療効果判定基準としてのcutoff値やMinimal clinically important 
differences (MCID)などを紹介する。
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